
神子地
、主包

ス基 跡
創輝株式会社工場用地拡張事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

1997年9月

掛川市教育委員会

• 









例言

例 目

1 .本報告書は、静岡県掛川市逆川 (さかがわ)地内に計画された創輝株式会社工場用地拡張事業計画

地内に所在する神子地遺跡の発掘調査報告書である O 調査面積は約 400m2である。

2.神子地遺跡の発掘調査は、創輝株式会社の委託を受け、掛川市教育委員会が調査主体者となり 、株

式会社静岡人類史研究所が調査を担当した。

3.神子地遺跡の発掘調査については、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに「神子地遺跡発掘調査

連絡会」を設置し、発掘調査の方法・日程等について協議を行いながら調査を進めた。

「神子地遺跡発掘調査連絡会」の構成は、以下のとおりである。

・調査主体者掛川市教育委員会 教育長 小松弥生

・調査事務局掛川市教育委員会社会教育課課長 清水功

文化係長 宮浦直巳

主任 松本一男

学芸員

-調査担当者株式会社静岡人類史研究所 所長

前田庄一

森威史

調査部長 片平剛

・調査指導 静岡県教育委員会文化課 課長 飯田英夫

指導主事 篠原修二

・開発事業者創輝株式会社 代表取締役 川口夫美男

4.神子地遺跡の現地調査は平成 9年 2月 18日から平成 9年 3月 17日まで実施した。また、出土遺物

の整理と報告書の作成は現地調査終了後の平成 9年 3月18日から平成 9年 9月30日まで実施した。

5.遺物の実測およびトレースは松岡美代子 ・田中久美子(静岡人類史研究所学芸員)が中心となって

行った。また、遺物の撮影は片平が行い、空中写真撮影は株式会社フジヤマに委託した。

6 .本報告書の執筆は、 II- 1調査に至る経緯については前田が、それ以外を片平がそれぞれ担当し、

編集を片平が行った。

7 .発掘調査および遺物の整理においては次の方々に御指導と御助言を賜った。感謝の意を表したい。

(順不同、敬称略)

向坂鋼二 システム提案

9.本調査における図面 ・写真 ・遺物はすべて掛川市教育委員会で保管している。

10.現地調査における参加者は次の方々である O

岡田行雄、原田守、鈴木敬、原田五郎、落合春雄、榛葉治吉、杉森和、石川とみ、岡本鶴子、

榛葉君江、加藤しな

11.整理調査の参加者は両角治子 ・中島頼英 ・内藤洋子である。

12.本書における遺構 ・遺物の表示は以下の通りである。

①遺構挿図の縮尺

各図にパースケー/レで表示しである。

②遺構挿図の方位

特に示さない限り図の上が北(磁北)を示す。

③遺物挿図の縮尺

各図にパースケールで表示しである。
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④写真図版の縮尺

遺構・遺物の縮尺は任意で、ある。

⑤水糸レベルの数字は海抜高を示し、単位はメートル(m)である。

⑥遺構の断面状況(長径または長軸に対する断面)の表現は下の図に基づくものである。

皿状

|I I I I I I I I 
|I I I I I I I I 
言主 II I I I五三

上に開く U字形
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I 位置と環境

1 .地理的環境

神子地遺跡は静岡県の西部に位置する掛川市の南東部にあたる掛川市逆川(さかがわ)に所在してい

る。遺跡の北側には東から西に向かつて逆川が流れており、その北側には国道 1号線および国道 1号線

掛川パイパスが東西に延びている。また、南側には東海道線および東海道新幹線が東西に延びている(第

1図)。

遺跡は蛇行しながら西方に流下する逆川の中流域で、逆川によって形成された沖積地上の標高34~35

mにあり、南東側は丘陵先端部に近接している。

遺跡の周辺の表層地質は、新生代新第三紀中新世の末期に堆積した砂岩と泥岩の互層からなる相良層

群が分布し、遺跡はその上に堆積した沖積層の上に立地し、水田として利用されていたところである。

掛川市

図

第 1図神子地遺跡位置図

-1-



I 位置と環境 2 歴史的環境

2.歴史的環境

神子地遺跡の周辺の遺跡の分布をみると、第 2図に示すように、弥生時代から古墳時代にかけての遺

跡が数多く確認されている。

満水の踊原遺跡(第 2図45)は昭和60年に調査が行われ、古墳時代前期の方形周溝墓、竪穴住居牡等

が確認されている。同じく満水の大六山遺跡(第 2 図59 ) は昭和57~58年に調査が行われ、弥生時代の

方形周溝墓、竪穴住居杜等が確認されている。

神子地遺跡に近接している、堂下遺跡(第 2図49)・下川原遺跡(第2図50)・天神遺跡(第 2図51)・

中西遺跡(第 2図52)・高畑遺跡(第 2図53)は共に弥生時代後期と古墳時代の前期の遺跡で神子地遺跡

と近い時期の遺跡が集中して確認されており、互いの遺跡の関連性も考えられる。

第 1表神子地遺跡周辺の遺跡地名表

番号 遺跡名 時代 所在地 番号 遺跡名 時代 所在地

11;神子地遺跡 弥生(後) ・古墳 逆川字神子地 33 一色古墳群 古墳 満水字一色

2井屋ノ谷遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 仁藤字井屋ノ谷 34 山ノ段古墳 古境 満水字山ノ段

3宮脇古墳群 古墳 宮脇字垂前 35 平川古墳 古墳 満水字平川

4山郷山遺跡 弥生~古墳 ・中~近世 宮脇字五輪田 36 原ノ前遺跡 弥生(後) 逆川字原ノ前

5山郷山古墳群 古墳 宮脇字五輪田 37 大久保古墳群 古墳 満水字大久保

6山郷山横穴群 古墳 宮脇字宮下 38 大久保遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字大久保

7深谷遺跡 弥生(後)~古墳(前) 宮脇字深谷 39 深谷古墳群 古墳 満水字深谷

8深谷古墳群 古墳 宮脇字深谷 40 原山遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字原山

9深谷横穴群 古墳 宮脇字深谷 41 山郷古墳群 古墳 満水字踊原

10 山郷横穴群 古墳(後) 宮脇字山郷 42 踊原古墳 古墳 満71<字踊原

11 元屋敷 弥生・中世 ・近世 菌ヶ谷字山郷 43 池向遺跡 弥生(後) 逆川字下池向

12 峯山遺跡 弥生 ・古墳 ・古代 ・中世 菌ヶ谷字峯山 44 前田古墳 古墳 逆川字前回

13 峯山古墳群 古墳 菌ヶ谷字峯山 45 踊原遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字踊原

14 谷通横穴群 古墳(後) 菌ヶ谷字谷通 46 宮ケ谷行人塚 古墳 満水字畑ヶ中

15 神明横穴群 古墳 菌ヶ谷字鳥居松 47 正福寺古墳 古墳 満水字畑ヶ中

16 古明遺跡 弥生 ・古墳 ・古代 菌ヶ谷 48 南郷古墳群 古墳 満水字南郷

17 寺峯遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 菌ヶ谷 49 堂下遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字堂下

18 五平屋敷古墳 古墳 菌ヶ谷 50 下川原遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 菌ヶ谷字下川原

19御堂ヶ谷横穴群 古墳 菌ヶ谷字堂ヶ谷 51 天神遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 逆川字祈l子地

20 正源庵古墳群 古墳 菌ヶ谷 52 中西遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字中西

21 郷下遺跡 弥生(後) 千羽字郷下 53 高畑遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字高畑

22 大谷横穴群 古墳 千羽字大谷 54 畑中遺跡 弥生 ・古墳 ・古代 満水字畑中

23 鍬谷横穴群 古墳 大原子字鍬谷 55 日影谷遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 満水字日影

24 中屋敷古墳 古墳 千羽字中屋敷 56 蛭田口行人塚 古墳 満水字蛭田口

25中屋敷横穴群 古墳 千羽字中屋敷 57 蛭田古墳 古墳 満水字蛭田

26後沢遺跡 弥生 ・古墳 千羽字往還北 58 大六山砦 中世 満水字ーノ坪

27往還北遺跡 弥生(後)~古墳 (前) 千羽字往還北 59 大六山遺跡 弥生 ・古墳 満水

28宮ノ前遺跡 弥生(後)~古墳(前) 菌ヶ谷字宮ノ前 60 山口遺跡 弥生 ・古墳 ・古代 宮脇字宮脇

29吉松遺跡 弥生(後) 千羽字吉松 61 成滝館 中世 成滝字北大門

30蔵ヶ谷古墳 古墳 牛頭字蔵ヶ谷 62 堀之内遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 宮脇字堀之内

31大薮遺跡 弥生(後)~古墳(前) 牛頭字大薮 63 神明神社古墳 古墳 葛川

32大薮古墳群 古墳 牛頭字大薮 64 葛川西国遺跡 弥生(後) ・古墳(前) 葛川字西国
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II 調査の方法と経過 1.調査に至る経緯

11 調査の方法と経過

1 .調査に至る経緯

平成8年10月、創輝株式会社から工場建設に伴い「埋蔵文化財の所在の有無およびその取り扱いにつ

いて」の照会が掛川市教育委員会に提出された。掛川市教育委員会では、計画地が神子地遺跡内に含ま

れることから、遺跡の所在確認調査が必要であると回答した。同月に創輝株式会社から提出された「埋

蔵文化財所在確認調査依頼書」に基づき、 12月に掛川市教育委員会が確認調査を実施した。その結果、

遺構と考えられる黒色土の落ち込みと弥生時代中期の壷(第 3図)、鎌倉時代の陶器片が計画地の南域か

ら出土した。掛川市教育委員会は、この南域での工事については着手前に遺跡の発掘調査が必要になる

旨の報告を創輝株式会社に提出した (1埋蔵文化財確認調査完了報告書」平成 8年12月)。

平成 9年 1月8日、掛川市教育委員会と創輝株式会社は、 「倉庫と調整池の予定地に遺構を確認したの

でこのままの計画だと本発掘調査が必要となる。遺跡を保護する観点から遺跡の存在しない地点に倉

庫・調整池を作る計画に変更できないか。本発掘調査となった場合、掛川市教育委員会では対応不可能

である。」という内容の協議をした。 17日に創輝株式会社から、倉庫については建築しないりれども、調

整池の計画は変更できないという連絡が掛川市教育委員会にあった。さらに、 20日創輝株式会社から、

調整池の計画変更は不可能である。市教育委員会で発掘調査ができないならば、民間の発掘調査機関で

はどうかという相談が掛川市教育委員会にあったため、市教育委員会は、この民間の調査機関導入につ

いて県教育委員会と協議した。 30日、調査対象地の確認、調査時期、調査機関の 3点について掛川市教

育委員会と創輝株式会社は協議した。

2月12日に県教育委員会も含めて 3者で協議を行い、「株式会社静岡人類史研究所に調査を依頼する。

調査期間は実働30日、整理調査は 6ヵ月間。」という内容で合意した。

創輝株式会社、掛川市教育委員会、株式会社静岡人類史研究所の 3者間で「神子地遺跡発掘調査に関

する協定書」を締結し(平成 9年 2月17日)、「神子地遺跡発掘調査連絡会jを設けて発掘調査を実施す

ることとなった。

戸----一戸-ー.----l F 

一一戸戸-
J 一一----J 

。

第3図確認調査時に出土した遺物
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調査の方法2 調査の方法と経過II 

2.調査の方法

調査に先立ち、事業計画にある調整池の範囲(約830m2)の表土を重機により排除した結果、南半の遺

構確認面の地形が北側にかけて急傾斜し、無遺物層が厚く堆積していることが明らかになり、調整池の

範囲のうち北半については調査対象区域から除外することとした。

表土を排除した後、全域に磁北の南北を基線とする 5mX5mのグリッドを設定し、作業員を導入し

て遺構および遺物の確認作業を実施した。

各グリッドは東西方向は西から東の順にアルファベッ トの B~I 、南北方向は北から南の順に数字の

1~8 を付し、グリッド名は 5m四方の区画の北西角の杭の名称と一致さ せた。

精査によって遺構および遺物の確認を行い、確認された遺構や遺物については実測図(平面図・断面

図・遺物の出土状況図等)を作成し、写真撮影を行った。

なお、遺構および遺物の記録には光波測距儀とパーソナル・コンビュータを組み合わせたトータル・

ステーション・システム(遺跡図形処理システムソフト) を導入した。
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3.現地調査の経過

現地調査は平成 9年 2月18日より平成 9年 3月17日まで実施したが、以下その経過を略記する。

平成 9年 2月18日(火)~ 2月21日(金) 重機により表土の除去。

2月20日(木)

2月24日(月)~2 月 25 日(火)

2月24日(月)~2 月初日(金)

3月3日(月)~ 3月 7日(金)

3月10日(月)~3 月 11 日(火)

作業員を導入し排土用のベルトコンペヤを設置し精査を開

始。

重機により北側の谷状地形を確認する作業を実施。

精査の結果、溝状遺構、穴状遺構等を確認し、遺構の掘り

下げ作業、実測図の作成、写真撮影。

精査を続行し、溝状遺構の組合せから方形周溝墓が想定さ

れ，主体部と思われる土墳の掘り下げ作業を行うとともに、

実測図の作成と写真撮影。

確認された遺構の掘り下げ作業、写真撮影を終了し、ラ

ジコンのヘリコプターによる空中写真撮影。

3月12日(水) 遺構の実測図の作成と写真撮影。

3月13日(木) テストピットを設定して下層の確認。

3月14日(金) 実測図の作成と写真撮影を行い、片づけ。

3月17日(月 I連絡会」を開催し、現地調査を終了。

調査の状況

-6-



111 調査の結果

1 .概要

今回の調査は、確認調査の結果を基に、中世と弥生時代の 2つの文化層の存在が想定され、さらに事

業計画の調整池の全体に遺跡の拡がる可能性もあると考えられたため、重機による表土の除去は調整池

の計画地全体を対象として実施した。表土層の排土作業を行った結果、南側では表土層の直下で遺構が

確認されたが、北側にかけては地形が急傾斜し、無遺物層が厚く堆積していることが明らかになり、調

整池計画地の北半については調査対象から除外することとした。さらに、表土層の直下で確認された遺

構は、弥生時代の方形周溝墓群と思われる溝等であったため、調査は弥生時代の文化層 1面を対象とす

ることとした。

確認された遺構は弥生時代の方形周溝墓 2基と溝状遺構12条(方形周溝墓の溝を含む)、土坑2基、穴

状遺構(ピット)12基である。遺構は後世の耕作等でかなり削平されており、覆土がほとんど残ってお

らず、遺物の出土量も少ない状況であった。
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III 調査の結果 2.土層の状況

2. 土層の状況

調査対象区域の土層の堆積状況を下図の 3ヵ所の断面で示す。
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第 6図神子地遺跡の土層の堆積状況図

第 1層黒色土層

第2層黒色土層

第3層黒褐色土層

第 4層暗褐色土層

第 5層黒褐色土層

第6層暗褐色土層

第 7層黒褐色土層

現在の水田耕作面。

過去の水田耕作面。

締まりはやや強く、粘性はやや弱い。黄褐色土をブロック状に含む。

締まりはやや弱く、粘性は強い。黄褐色土が点在する。

締まり・粘性ともにやや弱く、黄褐色土のブロックが点在する。

締まり・粘性ともにやや強く、黄褐色土のブロックが点在する。

締まり ・粘性ともに強い。
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3.遺構と出土遺物

①方形周溝墓

a 第 1号方形周溝墓(第 7図)

III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ①方形周溝墓

第 1 号方形周溝墓はD~G- 6~8 グリッドに位置し、西側溝が第 1 号溝、南側溝は調査対象区域の

南側の壁面で確認された第 3号溝、東側溝は第 2号溝で、第 2号溝を第 2号方形周溝墓と共有している

と思われる。北側は急傾斜の谷状地形のために、「コの字状」の方形周溝墓と思われる。

周溝墓の規模は溝の内側の東西方向で約8.8mを計り、中央よりやや東側に主体部が確認された。

主体部の平面形状は楕円形を呈し、断面形状は皿状を呈している。長径が234cmで短径が129cm、水田

等の耕作でかなり削平されているため、深さは最深部でわずかに 6cmで、ある。長軸の方向はN860 Eを

指している。

覆土は 3層に分げられ、第 1層は黒褐色土で締まりはやや強く、粘性はやや弱い。第 2層は黒褐色土

で締まりは強く、粘性はやや強い。明黄褐色土をブロック状に含んでいる。第3層は灰白色土で締まり

は強く、粘性はやや強い。遺物は確認されなかった。

西側溝を構成している第 1号溝は、 D・E-6・7グリッドに位置し、西側を第 1号土坑に、南側を

第10号溝によって切られている。また、北側は削平されているために確認できない。確認できた規模は

長さ540cmで、最大幅が222cm、深さは最深部てる19cmあり、断面形状は皿状を呈している。長軸の方向

はN30 Wをf旨している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりやや弱く、粘性はやや強く、黄褐色土をブロック状

に含んで、いる。第 2 層は暗黄褐色士で締まりは強く、粘性はやや強く、径 3~10mmの楳を少量含んでい

る。第 3層は黒色土で締まり・粘性ともにやや強く、黄褐色土をブロック状に含んでいる。遺物は覆土

から土器片が16点出土している。

東側溝を構成している第 2 号溝は、 F.G-6~8 グリッドに位置し、南側は調査対象区域外に延び

ており、北側は削平により消失している。確認できた規模は長さ560cmで、最大幅が192cm、深さは最深

部で35cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している。長軸の方向はN3' Wを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりやや弱く、粘性はやや強く、黄褐色土をブロック状

に多く含んでいる O 第 2層は黒色土で締まり・粘性ともにやや強く、黄褐色土をブロック状に含んでい

る。遺物は覆土から土器片が26点出土している。

南側溝を構成する第 3号溝は、 E・F-7・8グリッ ドに位置し、調査対象区域の南側の壁面で確認

された。確認された規模は約340cmで、覆土は 1層で、黒色土で締まりやや弱く、粘性はやや強く、黄褐

色土をブロック状に含んでいる。

第 1号方形周溝墓の溝から出土した遺物のうち、図示可能な土器片は 7点である(第8・9図)。

1は第 l号溝から出土した細首壷の口縁部から頚部にかげでの破片で、頚部にかけて肥厚しており 、

口縁部はわずかに外反して先端部を丸く収めている。口径は推定で5 . 4cmあり、器壁の厚さは 4mm~9

mmある。外面は少し磨滅しているが、縦位のハケ目が施されている。胎土は砂粒をやや多く含んでいて、

色調は灰黄色である。

2は第 2号溝から出土した壷の頚部の破片で、外面に櫛状施具による刺突紋が施さており、器壁の厚

さは 6mm~8mmある。 胎土は雲母粒、砂粒を含んでおり、色調は浅黄色である。

3は第 2号溝から出土した壷の体部の破片である。体部に膨らみをもち、上部がやや鋭く外反してい

る。外面にはベンガラと思われる赤色顔料が塗布され、太い沈線で区画された内側に刺突紋が施されて

いる。器壁の厚さは 6mm~9mmある。胎土には赤色・黒色粒を含んでおり、色調はにぶい黄樟色である。
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III 調査の結果 3.遺構と出土遺物 ①方形周溝墓
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III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ①方形周溝墓

4は第 2号溝から出土した台付警の底部から脚部にかけての破片である。脚部は緩やかに聞き、外面

には横位、縦位のハケ目が残るが、内面は磨滅が著しい。器壁の厚さは 6mm~8mmある。胎土は砂粒

を含んでおり 、色調は浅黄色で、ある O

5は第 2号溝から出土した壷の頚部の破片で、直立気味に立ち上がっている。外面は沈線と刺突紋が、

内面にはナデ調整が施されている。器壁の厚さは 5mm~ 6 mmある。胎土は白色・黒色粒を含んでおり 、

色調は樟色である。

6は2号溝から出土した壷の体部の破片で、外面には横位の直線紋と波状紋が施されている。器壁の

厚さは 4mm~6mmある。胎土は白色粒を含んでおり 、 色調はにぶい黄樟色である。

7は第 2号溝から出土した聾の口縁部の破片で、頚部から口縁部にかけて大きく外反して、口縁部の

先端部を丸く収めている。外面に横位の条痕紋が施されており 、 器壁の厚さは 4mm~7mmある。胎土

は黒色粒を含んでおり 、色調は浅黄色である。

||ll| 

~I~II間

10cm 

第8図 第 1号方形周溝墓の西側溝(第 1号溝)から出土した遺物
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第9図 第 1号方形周溝墓の東側溝(第2号溝)から出土した遺物
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III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ①方形周溝墓

b.第2号方形周溝墓(第11図)

第 2 号方形周溝墓は F~H-6~8 グリッドに位置し、西側溝は第 1 号方形周溝墓の東側溝(第 2 号

溝)と共有すると思われ、南側溝は調査対象区域の南側の壁面で確認された第 5号溝、東側溝は第 4号

溝で構成されている。北側は第 1号方形周溝墓と同様に急傾斜の谷状地形のために、「コの字状Jの方形

周溝墓と思われる。

周溝墓の規模は東西方向で約7.2mを計り、中央に主体部の掘り方と思われる土壌が確認された。

主体部と思われる土墳は第 1号方形周溝墓と同様に上部が水田等の耕作でかなり 削平されているた

め、西側を残すのみである O 平面形状は楕円形を呈すると思われ、確認された直径が220cmで、短径が105

cm、深さは最深部で、12cmあり、断面形状は皿状を呈している。長軸の方向はN690 Eを指している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締まり・粘性ともにやや強く、黄褐色土をブロック状に含

んでおり、径 3~10mmの擦を多く含んでいる。第 2 層は黒色土で第 1 層に比べて醸が少ない。第 3 層も

黒色土であるが、第 1層より黄褐色土のブロック状に含む量が少ない。遺物は確認されなかった。

東側溝を構成している第4号溝は、 H-7・8グリッドに位置し、南側は調査対象区域外に延びてい

る。確認できた規模は長さ380cmで、最大幅が137cm、深さは最深部で39cmあり、断面形状は上に開く

U字形を呈している。長軸の方向はN30 Eを指している。

覆土は 3層に分げられ、第 1層は黒色土で締まりやや弱く、粘性は強く、黄褐色土をブロック状に含

んでいる。第 2 層は黒褐色土で締まり・粘性ともにやや強く、径 3~10mmの瞭を少量含んでいる。第 3

層は黒褐色土で締まりやや弱く、粘性は強く、黄褐色土をブロック状に含んでいる o 遺物は覆土から土

器片が 3点出土している。

南側溝を構成すると思われる第 5号溝は、 C.H-7グリッドに位置し、調査対象区域の南側の壁面

で確認された。確認された規模は約300cmで、覆土は 1層で、黒色土で締まりやや弱く、粘性はやや強く、

黄褐色土をブロック状に含んでいる。

第 2号方形周溝墓の溝から出土した遺物のうち、図示可能な土器片は 1点である (第10図)。

1は第4号溝から出土した警の胴部の破片である。 胴部は直立気味である。外面に斜位のハケ目、内

面には横位のハケ目が施され、器壁の厚さは 7mm~9mmある。 胎士は雲母と赤色・白色粒を含んで、お

り、色調はにぶい黄褐色である。

01Ocm  

第10図 第 2号方形周溝墓の東側溝(第 4号溝)から出土した遺物
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1II 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ②溝状遺構

②溝状遺構

a 第 6号溝 (第13図)

第 6号溝はB・C-6グリッドに位置し、北側を削平により消失している。確認できた規模は長さ120

cmで、最大幅が120cm、深さは最深部で25cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している。長軸の方

向はN50 Wを指している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりはやや弱く、粘性は強い。第 2層は黒色土で締まり・

粘性ともにやや強く、黄褐色土をブロック状に含んでいる。第 3層は黒褐色土で締まりは強く 、粘性は

やや強く、黄白色土をブロック状に含んでいる。遺物は確認されなかった。

b.第 7号溝 (第13図)

第 7号溝はC・D-6・7グリッドに位置し、西側が調査対象区域外に延びている。確認できた規模

は長さ750cmで、最大幅が267cm、深さは最深部で58cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している o

長軸の方向はN7TWを指している。

覆土は 4層に分けられ、第 1層は黒色土で締まり ・粘性ともにやや強く、黄白色土をブロック状に含

んでいる。第 2層は暗茶褐色土で締まりはやや強く、粘性はやや弱い。黄白色土をブロック状に含んで

いる。第 3層は暗茶褐色土で締まり・粘性ともにやや強い。第 4層は暗茶褐色土で締まり・粘性ともに

やや強く、径約30mmの離を少量含んでいる。遺物は土器片が12点出土している。このうち図示可能な土

器片は 1点である(第12図)。

1は第 7号溝から出土した高坪の杯部の破片であるO 内・外面ともに無紋で、体部がやや脅曲しなが

ら大きく聞き口縁部で外反している。口縁部の先端は丸く収めている。口径は推定で24.4cmあり、胎土

は灰色の小際径 (0.5~ 3 mm) を含んでおり、色調は灰白色である。

10cm 

第12図第7号溝から出土した遺物

c.第8号溝 (第18図)

第 8号溝はC-7グリッドに位置し、西側が調査対象区域外に延びている。確認できた規模は長さ330

cmで、最大幅が69cm、深さは最深部で14cmあり、断面形状は皿状を呈している。長軸の方向はN7T

Wをt旨している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりやや弱く、粘性はやや強い。第 2層は灰白色土で締

まり・粘性ともにやや強い。第 3層は灰白色土で締まり強く、粘性はやや強い。遺物は弥生土器片15点、

土師器片 2点、須恵器片 8点、山茶碗・陶器片等が合わせて42点出土している。このうち図示可能な土

器片は 6点である(第14図)。
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m 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ②溝状遺構
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第13図 第 1号土坑、第 6号溝・第 7号溝の平面および断面図
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m 調査の結果 3.遺構と出土遺物 ②溝状遺構

1は灰柚陶器の底部の破片で、内・外面にナデ調整が施されており、底部には高台を貼付けている。

高台の断面形状は三角形を呈し、高台径は推定で7.6cmある。内・外面に柏がみられる。胎土は白色・黒

色粒を含んでおり、色調は灰黄色である。

2は小皿の底部の破片で、底径は推定で 4cmある。底部には回転糸切り痕があり 、内面には緑灰色の

自然軸がかかっている。胎土は黒色粒を含んでトおり、色調は灰色である。

3は小皿の口縁部から底部にかけての破片で、平底の底部から大きく聞きながら立ち上がり、口縁部

の先端を丸く収めている。口径は推定で8.6cm、底径は推定で5.5cmある。内・外面ともにナデ調整が施

されており、外面の口縁部には灰白色の自然紬が見られる。胎土は精製で、色調はにぶ、い黄褐色である。

4は弥生土器の査の底部の破片で、外面には櫛目が施されている。底径は6.4cmある。胎土は赤色・白

色粒を含んでおり、色調は浅黄色である。

5は警の頚部の破片で、胴部は直立気味に立ち上がり、頚部は緩やかに外へ聞いている。外面に縦位

のハケ目が施されている。胎土は砂粒を含んでおり、色調は灰黄褐色である。

6は壷の頚部の破片で、口縁部に向かつて、直線的に立ち上がっている。内 ・外面ともにナデ調整が

施されている。胎土は精製で色調は灰白色である。

k二才
3 

予言fマ
4 

J 色ミ
6 

10cm 

5 

第14図第8号溝から出土した遺物
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III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ②溝状遺構

d.第 9号溝 (第18図)

第 9号溝はD ・E-7・8グリッドに位置し、南側が調査対象区域外に延びている。確認できた規模

は長さ470cmで、最大幅が95cm、深さは最深部で36cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈.している。

長軸の方向はN60 Eを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりはやや弱く、粘性はやや強く、明黄褐色土をブロッ

ク状に含んでいる。第 2層は黒褐色土で締まり・粘性ともにやや強い。遺物は土器片が21点出土してお

り、このうち図示可能な土器片は 2点である(第15図)。

1は聾の口縁部の破片で、やや外反している o 口唇部外側にはヘラ状施具によるキザミ目が施されて

おり、外面には斜位の条痕紋が施されている。器壁の厚さは 4mm------6mmある。胎土は白色粒を微量に

含んでおり、色調は淡黄色である。

2は奮の口縁部から胴部にかけての破片である o 胴部は直線的に立ち上がり、口縁部で大きく外反し

ている。内・外面に横位から斜位の条痕紋、口唇部外側にへラ状施具によるキザミ目が施されている。

器壁の厚さは 5mm------9mmある。胎土は白色粒を微量に含んでおり、色調は浅黄糧色である。

10cm 

10cm 

第15図第9号溝から出土した遺物
』

e.第10号溝 (第18図)

第10号溝はD-7グリッドに位置し、西側で第 2号土坑に、南側で第11号溝によって切られている。

長さ372cmで、最大幅が110cm、深さは最深部で、37cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している。

長軸の方向はN820 Wを指している。

覆土は 4層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりはやや強く、粘性はやや弱い。第 2層は黒色土で締

まり・粘性ともにやや強く、黄白色土をブロック状に含んでいる。第 3層は黒色土で締まりは強く、粘

性はやや強い。第 4層は暗黄褐色土で締まりは強く、粘性はやや強く、黄白色土をブロック状に含んで

いる。遺物は覆土の第 1層から弥生土器片が一括出土しており(第16図)、その他の土器片と合わせて17

点出土している。このうち図示可能な土器片は 4点である(第17図)。
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III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ②溝状遺構

1は一括出土した壷の口縁部から胴部下半にかけてで、全体の 5分の 2程度を残している。 胴部は下

ぶくれである O 頚部から口縁部にかけては緩やかに聞き、胴部から底部にかけてやや鋭く屈曲している。

肩部から胴部にかけては、 5本単位で横位の櫛描直線紋を重畳させた後、それを 4本単位の縦位の櫛描

直線紋によって区画している。縦位櫛描直線紋の上・下部分は左右に丸く流れている。直線紋の下部に

はハケ目とへラミガキが施されている。内面は頚部にナデが施されており、胴部には指頭痕が残ってい

る。胎土は黒色粒を微量に含んでおり、色調は暗灰黄色である。

2は台付聾の脚の裾部の破片で、脚部は脅曲気味に聞いており 、裾部の先端は平らに収めている。外

面には斜位のハケ目が施されている。胎土は砂粒、赤色粒を含んでおり、色調はにぶい褐色である。

3は壷の口縁部の破片で、大きく外反している。外面に垂下して横走する幅約 2mmの沈線がはしって

いる。胎土は白色粒を含んでおり、色調は灰色である。

4は壷の底部の破片で、平底の底径は 7cmある。 内・外面ともに磨滅が著しい。胎土は灰色砂粒を含

んでおり、色調は淡黄色である。
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第16図第10号溝の遺物出土状況
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f.第11号溝 (第18図)

[J[ 調査の結果 3.遺構と出土遺物 ②溝状遺構
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第17図第10号溝から出土した遺物

10cm 

「ーでア
4 

10cm 

第11号溝はD~F-7 グ リッドに位置している。西側の第 2 号土坑と 、 北西側の第10号溝を切ってお

り、東側が調査対象区域外に延びている O 確認できた規模は長さ1100cmで、最大幅が60cm、深さは最深

部で9cmあり、断面形状は皿状を呈している。長軸の方向はN860 Wを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりはやや弱く、粘性はやや強く、黄白色土をブロック

状に含んでいる。第 2層は黄白色土で締まり・粘性ともにやや強い。遺物は確認されなかった。

- 19 



日I 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ②溝状遺構

⑨ 

o 量虐-

一一
玉三

346A23A1  
o -.~革主一

色
d 
n 

ド
ザ

ド

ρ
T

ド
ヂ

第11号溝

第10号溝

第12奇ピット

G J 

第 8号溝

∞

1
4
 

第18図 第2号土坑、第8号~第11号溝、第11号・第12号ピットの平面および断面図
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III 調査の結果 3 遺構と出土遺物 ③土坑 ④ ピッ卜

g.第12号溝(第11図)

第12号溝はH ・1- 7グリッドに位置し、東側が調査対象区域外に延びている O 確認できた規模は長

さ180cmで、最大幅が195cm、深さは最深部で 8cmあり 、断面形状は皿状を呈している。長軸の方向は

N790 Eを指している。 覆土は黒色土が 1層で締まりはやや弱く 、粘性はやや強 く、 黄白色土をブロッ

ク状に含んでいる。遺物は確認されなかった。

③土坑

a 第 1号土坑 (第13図)

第 1号土坑はD-6グリッドに位置し、東側で第 1号方形周溝墓の西側を構成する第 1号溝を切って

いる O 平面形状は楕円形を呈し、長径が227cmで短径が115cm、深さは最深部で'29cmあり 、長軸の方向

はN780 Eを指している。断面形状は上に聞く U字形を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締まりはやや弱く 、粘性はやや強い。黄褐色土をブロック

状に含んでいる O 第 2層は暗黄褐色土で締まりは強く 、粘性はやや強い。際を少量含んでいる。第 3層

は黒色土で締まりはやや強く 、粘性はやや弱い。黄褐色土をブロッ クが点在する。 遺物は土器片が 1点

出土している。

b.第2号土坑 (第18図)

第 2号土坑はD-7グリッドに位置し、東側で第10号溝を切っており 、南側を第11号溝によ って切ら

れているが、平面形状は楕円形を呈し、長径が100cmでト短径が68cm、深さは最深部で、20cmあり 、断面形

状は皿状を呈している。長軸の方向はN71" Eを指しているO

覆土は 2層に分け られ、第 1層は黒色土で締まりはやや弱く 、粘性はやや強い。黄褐色土をブロック

状に含んでいる。 第 2層は暗褐色土で締まりはやや弱く 、粘性は強い。遺物は確認されなかった。

④穴状遺構 (ピット)

第 1号~第10号ピッ卜 (第 7図)・第11号~第12号ピット (第18図)

今回の調査では、穴状遺構(ピット)が12基確認されたが、規則的な配列も みられず、形状、深さ も

様々で遺物の出土もな く、 他の遺構との関連も不明である。したがって一覧表の掲載にとどめる。

第 2表 ピット一覧表

単位 :cm 

ピットNo. グリッド 平面形状 長径 短径 深さ 断面形状 覆土 遺物

第 1号 E-7 楕円形 66 40 17 上に聞く U字形 2層 無

第2号 E-7 楕円形 54 41 13 皿状 2層 無

第3号 E-7 円形 25 23 15 上に開く U字形 1層 無

第4号 E-7 円形 30 26 25 上に開く U字形 1層 金正

第5号 F-7 円形 37 36 10 上に開く U字形 1層 無

第6号 F-7 円形 26 23 9上に開く U字形 1層 無

第7号 E-7 円形 22 21 14 上に開く U字形 1層 無

第8号 E-6 円形 37 36 18 上に聞くU字形 1層 生E

第9号 F-7 円形 27 26 22 上に開く U字形 1層 無

第10号 D-7 円形 29 26 8上に聞く U字形 l層 無

第11号 C-7 円形 24 22 12 上に開く U字形 1層 盤

第12号 C-7 楕円形 26 19 32 上に開く U字形 1層 金正 l 
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1II 調査の結果 3.遺構と出土造物 ⑤表土層から出土した遺物

⑤表土層から出土した遺物

今回の調査で、表土層からは中世以降と思われる44点の土器片が確認されており、このうち図示可能

な土器片は次の 4点である。

1は付け高台をもっ山茶碗の底部の破片で、体部は緩やかに内聾している。外面には回転糸切り痕が

ある。付け高台の断面形状は三角形を呈し、高台径は推定で6.4cmある。胎土は精製で、色調は灰白色で

ある。

2は小皿の底部の破片で、外面には回転糸切り痕がある。底径は推定は4.6cmある。胎土は精製で、色

調は灰色である。

3は播鉢の底部の破片で、体部は大きく聞いて直線的に立ち上がっている。平底の底部の外面には回

転糸切り痕がある。胴部の内面には 6本単位の擦り目が施され、内・外面ともにナデ調整が施されてい

る。胎土は黒色粒.白色を含んでおり、色調は黄樺色である。

4は内耳鍋の口縁部から胴部にかけての破片で、外面にススが付着している。口唇部は平らで、 胴部

は内・外面ともに指押さえの跡があり、内耳の内部には棒状施具で彫り込んだと思われる孔がある。内

耳の下側には横位のハケ目が施されている。胎土は白色粒を含んでおり 、色調は浅黄色で、ある。
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第19図表土層から出土した遺物
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III 調査の結果 3.遺構と出土遺物

第 3表遺物観察表

法量 (cml

図中 種別 口径

番号 出土地点 器種 器商 形態 製作技法 胎土 焼成 色調 部位

底怪{高台径)

8-1 1号満 細顕壷 (5.41 胴部から口縁部にかけてわずかに外反 外面に縦位のハケ目. 砂粒やや多く やや良 灰黄色 口~体部

する.銅部にかけてやや肥厚. 合む Hue2.5Y 

9-2 2号溝 蜜 櫛状施具による刺突紋. 雲母、砂粒 良 浅黄色 頚部

古む Hue2.5Y 

9-3 2号満 壷 膨らみをもっ体部. 太い沈線で区画された内側に刺突紋が 赤・黒色粒 良 にぷい黄燈色 体部

見られる. 含む HuelOYR 

9-4 2号溝 台付褒 緩やかに開く脚部. 外面横位、縦位のハケ目.内面磨滅. 砂粒少量 やや良 浅黄色 卸部

合む HuelOYR 

9-5 2号満 壷 直立気味に立ち上がる. 外面に沈線と刺突紋.内面にナT. 白・黒色粒古む やや良 鐙色 顕部

Huel.5YR 

9-6 2号満 章 外面に直線紋と波状紋. 白色粒含む やや良 にぷい黄燈色 体部

HuelOYR 

9-7 2号満 褒 やや大きく外反し、端部を丸く収める. 外面に横位の条痕絃. 黒色粒古む やや且 浅黄色 口縁部

Hue2.5Y 

10-1 4号満 費 直立気味の嗣郎.外商黒色化. 外面斜位.内而横位のハケ目. 赤白色粒雲母 良 にぷい黄燈色 鋼部

合む HuelOYR 

12-1 7号溝 高耳 (24.41 やや内喧しながら大きく外へ聞く.口緑 外内面とも無文. 灰色小礁 良 灰白色 口~体部

部を外反させ端部を丸く収める. 径O.5........3mm含む Huc2.5Y 

14-1 8号満 灰軸陶器 高台はニ角形状を呈す. 外、内面ともにナァと施紬. 白黒色粒 良 黄灰色 胴~底部

合む Huc2.5Y 

(1. 61 

14-2 B号満 山茶碗 底部回転糸切り痕. 黒色粒 良 灰白色 胴~底部

小皿 内面に緑灰色の自然軸. 古む HueN 
(4.0) 

14-3 8号溝 山茶碗 (8.61 平底の底部から立ち上がり端部を丸く収 底部回転品切り痕.外内面ともナァ調 精製 良 にぶい黄褐色 日~底部

小皿 時、外面に陵をもっ. 整.外面白縁部に!)(白色の自然紬付着 Hue5Y 
(5.5) 

14-4 8号満 壷? 底部厚く、平底. 外面、横位のクシ目. 赤白色粒 やや良 浅黄燈色 胴~底部

吉む Hue 1 OYR 

6.4 

14-5 8号満 宮里 直立気味に立ち上がり、胴部から緩やか 外面、横位のハケ目がわずかに残る. 砂粒 良 灰黄褐色 顕~胴部

に外へ開く . 合む Huel日YR

14-6 8号満 壷 口縁部は直線的に立ち上がる. 外.内面ともナデ. 精製 良 灰白色 顕部

Huc2.5Y 

15-1 9号満 聖 口縁部は緩やかに外反. 外面に横位の条痕主主.端部にはキザミ 白色粒徴B 良 淡黄色

目. 含む Huc2.5Y 

15-2 9号満 褒 胴部はほぼ直上して立ち上がり、口縁部 外、内面に機位の条痕絞.口縁端部に 白色粒微量 やや良 浅黄控色 口~胴部

は緩やかに外反する. キザミ目. 含む HuelOYR 

11-1 10号満 直 14.5 顕部から口縁部にかけて緩やかに聞く. 外面lこ5本単位で横位の櫛捕直線紋と. 黒色粒微盤 良 暗灰黄色 口~胴部

(43.01 嗣部は下ぶくれ.胴部から底部にかけて 4本単位で縦位の櫛措直線紋.胴部下 古む Hue2.5Y 

やや屈曲している. 部にヘラミガキ.

11-2 10号糟 台付吏 内管気味に聞く脚部.端部は平らかに収 外面に斜位のハケ目. 砂粒赤色粒 良 にぶい燈色 脚部

められている. 合む Hucl.5YR 

17-3 10号満 壷 外反する口縁部と思われる. 外面に垂下して横走する、幅約2m， 白色粒 且 灰白色 口縁部

の沈線がはしる. 含む Hue2.5Y 

17-4 10号満 壷 平底. 外内面ともに磨滅著しい. 灰色砂粒 不良 淡黄色 底部

合む Hue2.5Y 
7日

19-1 表土 山茶碗 体部はやや内管して立ち上がる.高台は 底部回転糸切り痕. 精製 良 灰白色 底部

三角形状を呈す. Huel.5Y 

高台径(6.41

19-2 表土 山茶碗 平底. 底部回転糸切り痕固 精製 良 灰色 底部

小皿 HueN 

4.6 

19-3 表土 期鉢 体部、直線的に聞く . 内面に 6本単位の福り目.底部回転糸 黒白色粒 良 黄燈色 底部

切り痕. 合む Hucl.5YR 

19-4 表土 土師器 口縁部のみ残存.口縁部.わずかに外反 内面を棒状工具による刺突後.指押さ 白色粒 やや良 淡黄色 口縁部

内耳鍋 する.外面にスス付着. え. 古む Hue2.5Y 
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W まとめ

今回の調査で確認された遺構は方形周溝墓(主体部の掘り方と思われる土墳を確認) 2基と溝状遺構

12条(方形周溝墓の溝 5条を含む)、土坑 2基、穴状遺構(ピット)12基である。

このうち、弥生時代の遺構と想定できるものは、出土した遺物から方形周溝墓 2基、溝状遺構 8条(方

形周溝墓の溝 5条を含む)である。

方形周溝墓について

2基の方形周溝墓は、いずれも谷側の溝を省略した形と思われる「コの字状」を呈している。なお、

両周溝墓の間にあたる第 2号溝は主体部の掘り方と思われる土墳の位置と他の溝の配置からみて、両者

の周溝墓に共有する溝と考えられる。

主体部の掘り方と思われる土墳は、上部がかなり削平を受けており、覆土がほとんど残っておらず、

遺物も確認されなかったが、周溝を構成している溝から出土した遺物をみると、白岩式および嶺田式に

近い土器型式がみられることから、方形周溝墓の年代は弥生時代の中期後半と推定される。

溝状遺構について

弥生時代の遺構と想定される溝のうち、第10号溝の覆土中からは、底部以外の器形が判明で、きる童形

土器が出土しており、白岩式に近い土器型式と思われ、方形周溝墓と同時期の溝と考えられる。

また、第 8号溝は弥生土器片・須恵器片や中世以降の山茶碗・陶器等が混在して出土している。第11

号溝は遺物が出土しておらず、覆土も撹乱されており、かなり新しい時期の溝と思われる。なお、第 6

号溝は遺物が出土していないが、覆土の状態が第 7号・第 9号溝に類似しており、同時期の溝とも考え

られる。第12号溝は遺物は出土していないが、遺跡の東側の断面からみると古い溝と考えられる。

土坑について

第 1号土坑は第 1号溝を切っており、遺物も弥生土器片が 1点出土しているのみで、確実に弥生時代

の遺構とは断定できない。

第 2号土坑は第10号溝の上面を切り、第11号溝に切られているが、遺物が出土しておらず、覆土の状

況からみても時期の推定は不可能で、ある。

穴状遺構(ピッ卜)について

穴状遺構(ピット)は12基確認されたが、規則的な配列もみられず、形状、深さも様々で遺物の出土

もなく 、他の遺構との関連も不明である。

いずれの遺構も確認面の上部が後世の耕作等でかなり削平されており、覆土もほとんど残っておらず、

遺物の出土量も少ない状況であったが、方形周溝墓が確認され、さらに遺跡の拡がりも調査対象区域の

南 ・東 ・西側に想定されることが判明した。したがって、今回の調査結果からみると、神子地遺跡は弥

生時代中期後半の方形周溝墓群を形成している可能性がある遺跡と考えられる。また、表土層から出土

した遺物からみて、古墳時代から中世以降にかけて集落が存在していた可能性も考えられる。

なお、現在までに掛川市内の遺跡で弥生時代中期の方形周溝墓は神子地遺跡を含めて13遺跡で確認さ

れている(第 4表・第20図)。
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第4表掛川市内の弥生時代中期の方形周溝墓地名表

No. 遺跡名 時期 基数 立地 No. 遺跡名 時期 基数 立地

神子地遺跡 白岩 2 沖積地 8 六ノ坪E遺跡 白岩 5 丘陵

2 大ヶ谷遺跡 白岩 4 丘陵 9 堀ノ内遺跡 嶺田~白岩 8 丘陵

3 大六山遺跡 中期 丘陵 10 本村遺跡 嶺田 2 丘陵

4 掛)11城祉 白岩 3 E陵 11 向山遺跡 白岩 3 正陵

5 原遺跡 嶺田~白岩 6 正陵 12 岡津原田遺跡 白岩 7 丘陵

6 不動ヶ谷遺跡 白岩 14 丘陵 13 山下遺跡 嶺田~白岩 ※29 正陵

7 六ノ坪遺跡 嶺田 3 E陵 ※は後期の方形周溝墓を含む数

o 2 km 
園面面画面画面司

第20図 掛川市内で確認された弥生時代中期の方形周溝墓の位置図
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第 5表今回の調査で確認された遺構一覧表

-方形周溝墓の規模と主体部の状況

遺構名 | グリッド

第 1 号方形周溝詞 D~G-6~8

第 2 号方形周溝劃 F~H-6~8

-溝状遺構 ※(  )は確認できた部分の規模 単価:cm 

遺構名 グリッド 長さ

第 l号溝 D"E-6・7 (540) 

第 2号溝 F " G-6~8 (560) 

第 3号溝 E"F-7・8 (340) 

第4号潜 H-7・8 (380) 

第 5号溝 G"H-7 (300) 

第 6号溝 B"C-6 (J 20) 

第 7号溝 C"D-6・7 (750) 

第8号溝 C-7 (330) 

第9号潜 D"E-7・8 (470) 

第10号潜 D-7 372 

第11号潜 D~F - 7 (J 100) 

第12号溝 日 "1 -7 (J 80) 

-土坑

遺構名

第 1号土坑

第 2号土坑

グリッド

D-6 

D-7 

-ピット (第 2表に示しである)

参考文献

幅 深さ 長軸の方向

222 19 N 30 W 

192 35 N 30 W 

137 39 N 30 E 

120 25 N50 W 

(267) 58 N7r w 
69 14 N7r w 
95 36 N 60 E 

110 37 N820 W 

60 91N860 W 

(J 95) 81N790 E 

-田辺昭三 1972 I白岩下流遺跡報告」

断面形状

皿状

上に開く U字形

上に開く U字形

上に開く U字形

上に開く U字形

皿状

上に開く U字形

上に開く V字形

皿状

皿状

-山岸良二 1981 I方形周溝墓 考古学ライブラリー 8J

・掛川市 ・袋井市教育委員会 1984 I山下遺跡」

-鈴木敏則 1988 I転機 2号」

-静岡県教育委員会 1989 I静岡県文化財地名表 ・地図」

・静岡県 1992 I静岡県史資料編 3J

・掛川市教育委員会 1992 I岡津原III遺跡」

・静岡県埋蔵文化財調査研究所 1987 I研究紀要IIJ

-掛川市教育委員会 1993 I掛川市遺跡地名表・地図j

・掛川市教育委員会 1996 I安養寺II・III遺跡」

-大川清 ・鈴木公雄 ・工楽善通 1996 I日本土器辞典」

一 26-

覆土 遺物 備考

3層 16点 第 1号方形周溝墓西溝

2層 26点 第 1・2号方形周溝墓共有溝

1層 鉦 第 1号方形周溝墓南溝

3層 3点 第2号方形周溝墓東溝

1層 鑑 第2号方形周溝墓南溝

3層 鑑

4層 12点

3層 42点

2層 2L~ 

4層 17点 一括土器出土

2層 鉦

1層 鉦



写真図版

写真図版
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